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 にんげん
人間に

き

聞こえない
ちょうおんぱ

超音波がイルカに
き

聞こえるのはなぜ 

●イルカの
みみ

耳は、
そと

外から
み

見えない 

 イルカの
みみ

耳は、
め

目のすぐ
こうほう

後方に
ちい

小さなあながあいているだけで、
にんげん

人間のような
みみ

耳たぶはあ

りません。イルカは、
した

下あごの
ほね

骨で、
すいちゅう

水中を
つた

伝わってくる
おと

音のしん
どう

動（ふるえ）をとらえ、
した

下あごの
ちか

近くにある、
みみ

耳で
き

聞いています。 

 ふつう、ぴんと
は

張った
いと

糸を
ゆび

指ではじくとき、
たか

高い
おと

音が
で

出ているときほど、
いと

糸が
はや

速くふるえ

ています。
おと

音は、この１
びょうかん

秒間にふるえる
かいすう

回数（
しんどうすう

振動数）の、ヘルツという
た ん い

単位で
あらわ

表します。
にんげん

人間の
みみ

耳で
き

聞き
と

取れる
おと

音は、２０ヘルツ～２
まん

万ヘルツ
ちか

近くまでです。
にんげん

人間には
き

聞き
と

取れない、

２
まん

万ヘルツ
いじょう

以上の
しんどうすう

振動数の
おと

音を、
ちょうおんぱ

超音波といいます。 

●イルカの
みみ

耳は、
ちょうおんぱ

超音波がよく
き

聞こえる 

 イルカは、１５０～１５
まん

万ヘルツの
は ん い

範囲の
おと

音を
き

聞き
と

取れる
みみ

耳をもっています。そして、７

０００～１２
まん

万ヘルツの
は ん い

範囲の
おと

音を
だ

出すことができます。
にんげん

人間と
くら

比べて、
ちょうおんぱ

超音波の
ぶ ぶ ん

部分をよ

く
き

聞き
と

取れる
みみ

耳をもっているわけです。
ちょうおんぱ

超音波は、まっすぐ
すす

進む
せいしつ

性質が
つよ

強いので、イルカは、
すいちゅう

水中ですごいスピードで
およ

泳ぐとき、
ぜんぽう

前方にあるものを
ちょうおんぱ

超音波で
しら

調べています。        

 
ちょうおんぱ

超音波を
し ほ う

四方に
はっしゃ

発射させ、
さ ゆ う

左右の
みみ

耳で、
もの

物にあたってはね
かえ

返ってくる
ちょうおんぱ

超音波の
じ か ん

時間や
ほう

方
こう

向

をとらえ、まわりの
よ う す

様子や、えさの
さかな

魚の
い

位
ち

置や
しょうがいぶつ

障害物のあることなどを
し

知ることができま

す。イルカは、
はんしゃおん

反射音が
かえ

返ってきたら、
つぎ

次の
ちょうおんぱ

超音波を
はっしゃ

発射することをくり
かえ

返して、たえず、
ぜんぽう

前方の
よ う す

様子を
おと

音で
かくにん

確認しています。イルカの
みみ

耳は、コウモリの
はっ

発している
ちょうおんぱ

超音波３
まん

万～１０
まん

万ヘルツと
くら

比べてみても、はば
ひろ

広い
おと

音を
き

聞き
わ

分けられるといえます。しかし、イルカがどの

ようにして、はね
かえ

返ってくる
おと

音の
ほうこう

方向や
じ か ん

時間を
し

知るのか、そのくわしいしくみは、まだわか

っていませ
  

ん。（監修・今泉  忠明） 
 


